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(1)　第1889号　2022年10月15日

第66回女性部定期大会

　
県
本
部
は
　
月
　
日
、
２

10

15

０
２
２
年
賃
金
確
定
討
論
集

会
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
集

会
は
、
例
年
開
催
し
て
い
た

ブ
ロ
ッ
ク
活
動
者
学
校
最
終

講
座
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
せ

た
も
の
で
、
秋
の
確
定
闘
争

の
賃
金
を
は
じ
め
と
す
る
要

求
の
実
現
に
む
け
、
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
要
求
項
目
に

つ
い
て
さ
ら
に
議
論
を
深
め

る
内
容
と
し
て
開
き
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
単
組
で
の

要
求
書
提
出
・
交
渉
の
実
施

は
も
ち
ろ
ん
、
周
辺
自
治
体

単
組
と
も
課
題
を
共
有
化
し

な
が
ら
、
県
全
体
の
労
働
条

件
底
上
げ
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
集
会
は
、
水
戸
の
県
本
部

会
場
と
牛
久
市
の
県
南
会
館

を
ウ
ェ
ブ
で
つ
な
ぎ
、
単
組

の
執
行
部
・
賃
金
担
当
者
な

ど
　
単
組
　
人
の
参
加
者
と

17

43

な
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
県
本
部
か
ら
、

①
人
事
院
勧
告
の
概
要
と
確

定
期
に
む
け
た
取
り
組
み
、

②
今
後
の
給
与
制
度
と
賃
金

改
善
に
む
け
た
具
体
的
手

法
、
③
定
年
引
き
上
げ
制
度

課
題
の
３
点
に
つ
い
て
提
起

し
ま
し
た
。
定
年
引
き
上
げ

制
度
は
、
多
く
の
自
治
体
で

　
月
議
会
上
程
が
行
わ
れ
る

12見
込
み
で
す
。
制
度
が
９
月

議
会
で
す
で
に
決
定
さ
れ
た

県
職
連
合
と
鹿
嶋
市
職
か
ら

は
、
定
年
引
き
上
げ
の
当
局

と
の
交
渉
経
過
な
ど
事
例
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
単
組
の
所
属

す
る
ブ
ロ
ッ
ク
エ
リ
ア
ご
と

要求実現にむけ行動を

駅
悦
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実
態
把
握
か
ら
意
思
統
一
へ

賃
金
確
定
討
論
集
会
開
く

に
分
か
れ
分
散
会
を
行
い
、

県
本
部
の
提
起
を
踏
ま
え
た

意
見
交
換
、
そ
れ
ぞ
れ
の
単

組
の
賃
金
実
態
や
確
定
期
の

要
求
課
題
に
つ
い
て
情
報
共

有
を
行
い
ま
し
た
。

　
分
散
会
の
報
告
で
は
、

「
単
組
の
実
情
を
踏
ま
え
要

求
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

が
、
近
隣
自
治
体
の
状
況
を

当
局
へ
伝
え
交
渉
に
臨
む
こ

と
も
大
切
」
「
募
集
し
て
も

応
募
が
な
い
、
転
職
を
は
じ

め
と
し
た
離
職
が
多
く
、
人

材
確
保
の
た
め
に
も
確
定
期

の
賃
金
改
善
を
は
じ
め
処
遇

改
善
が
急
務
で
あ
る
」
な
ど

の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
県
本
部
千
歳
執

行
委
員
長
が
集
約
を
行
い
、

　
月
　
日
の
県
本
部
第
１
回

10

21

拡
大
闘
争
委
員
会
で
提
起
す

る
確
定
闘
争
方
針
に
こ
の
集

会
で
得
た
課
題
を
反
映
さ
せ

て
い
く
こ
と
、
各
単
組
で

「
要
求
―
交
渉
―
妥
結
」
の

サ
イ
ク
ル
を
実
施
す
る
た
め

単
組
で
執
行
委
員
会
や
中
央

委
員
会
を
開
い
て
議
論
し
、

１
つ
で
も
多
く
の
労
働
条
件

改
善
を
勝
ち
取
っ
て
い
く
た

め
準
備
を
進
め
て
い
こ
う
と

ま
と
め
ま
し
た
。

日時 2022年11月８日（火）13：30～
場所 フェリヴェールサンシャイン（水戸市）

第66回青年部定期大会
日時 2022年11月８日（火）13：45～
場所 フェリヴェールサンシャイン（水戸市）

労働・生活に関わる悩みごとなどお気軽にご相談
ください。随時対応しています。

 相　談　先  自治労茨城県本部
　　 顧問弁護士　丹下昌子

 連　絡　先  電話 029－224－5150
 FAX 029－226－2191
 水戸市南町３丁目４番57号
 水戸セントラルビル３階
 丹下・小沼法律事務所

 相談方法 
丹下・小沼法律事務所に直接電話し、相談日の予約
を行ってください。相談は個別事案ごとに初回の法
律相談を無料とし、２回目以降は所定報酬および経
費を依頼者（相談者）が支払うことになります。

　　無料法律相談

　
私
た
ち
の
賃
金
水
準
を
改

善
す
る
こ
と
は
、
生
涯
で
得

る
賃
金
（
生
涯
賃
金
）
を
大

き
く
引
き
上
げ
、
組
合
員
生

活
水
準
の
向
上
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
人
事
院
の
「
公
務
員
人
員

管
理
に
関
す
る
報
告
」で
は
、

国
家
公
務
員
志
望
者
減
少
、

若
手
職
員
の
離
職
増
加
な
ど

が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
県
内

で
も
、
採
用
定
員
割
れ
、
民

間
企
業
や
他
自
治
体
へ
の
転

職
事
例
も
み
ら
れ
、
人
材
確

保
・
流
出
防
止
の
た
め
の
職

員
の
処
遇
改
善
が
喫
緊
の
課

題
で
す
。

　
今
年
の
人
事
院
勧
告
は
、

俸
給
表
全
体
を
０
・
３
％
引

き
上
げ
る
勧
告
と
な
り
ま
し

た
。
民
間
給
与
と
の
比
較
に

よ
る
較
差
を
踏
ま
え
、
月
例

給
大
卒
初
任
給
を
3
0
0
0

円
、
高
卒
4
0
0
0
円
引
き

上
げ
る
と
と
も
に
、　
歳
台

20

半
ば
に
重
点
を
置
き
、
初
任

の
係
長
級
の
若
手
職
員
に
も

改
善
が
及
ぶ
よ
う
、　
歳
台

30

半
ば
ま
で
の
職
員
が
在
職
す

る
号
俸
を
改
定
す
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
今
回
、
人
事
院
勧

告
ど
お
り
に
引
き
上
げ
が
行

わ
れ
た
と
し
て
も
、
依
然
と

し
て
民
間
よ
り
初
任
給
は
下

回
っ
て
お
り
（
高
卒
△
４
２

４
３
円
、
大
卒
△
３
０
７
０

円
）、
格
差
は
解
消
さ
れ
ま

せ
ん
。
国
家
公
務
員（
国
公
）

高
卒
初
任
給
を
時
給
換
算
す

る
と
９
５
０
円
（
※
１
）
で

あ
り
、　
月
に
発
表
さ
れ
た

10

全
国
加
重
平
均
の
最
低
賃
金

額
（
９
６
１
円
）、
政
府
の
め

ざ
す
時
給
１
０
０
０
円
を
大

幅
に
下
回
り
ま
す
。

　
県
本
部
は
、
賃
金
水
準
改

善
要
求
の
重
点
課
題
に
初
任

給
の
国
公
４
号
給
上
位
な
い

し
８
号
上
位
（
※
２
）
を
掲

げ
改
善
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
県
内
加
盟
単
組
で
は
、

国
公
４
号
上
位
以
上
が
高
卒

で
は
　
単
組
、
大
卒
で
９
単

10

組
あ
り
ま
す
。

　
前
述
し
た
生
涯
賃
金
ア
ッ

プ
や
人
材
確
保
の
面
か
ら
も

自
治
体
で
働
く
労
働
者
の
最

低
賃
金
、
初
任
給
に
つ
い

て
、
国
公
上
位
獲
得
済
み
の

近
隣
自
治
体
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
改
善
を
求
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
確
定
期
、

要
求
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

初
任
給
改
善
で
生
涯
賃
金
　UP

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違

違違違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

　
地
方
公
務
員
賃
金
の

決
定
は
、
８
月
に
出
さ
れ

る
人
事
院
勧
告
、
秋
に
出

さ
れ
る
県
人
事
委
員
会

勧
告
が
大
き
く
影
響
し

ま
す
。
組
合
は
こ
れ
ら

の
勧
告
内
容
を
踏
ま
え

た
う
え
で
賃
金
や
勤
務

条
件
の
改
善
要
求
を
ま

と
め
自
治
体
当
局
と
交

渉
を
行
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
多
く
の
自
治
体
で

は
　
月
議
会
で
給
与
条

12
例
が
改
定
さ
れ
賃
金
が

決
定
し
ま
す
。
こ
の
決

定
を
受
け
、
月
例
給
は
年

度
初
め
の
４
月
に
遡
っ

て
新
旧
賃
金
の
差
額
を

支
給
・
調
整
、
一
時
金
は

決
定
し
た
支
給
月
数
分

を
　
月
支
給
分
か
ら
支

12
給
・
調
整
さ
れ
ま
す
。

　
勧
告
が
出
さ
れ
て
か

ら
、
賃
金
が
決
定
す
る
ま

で
の
期
間
に
行
わ
れ
る

労
使
の
交
渉
を「
確
定
闘

争
」、
そ
の
期
間
を「
確
定

期
」（
お
お
む
ね
　
月
～

10

　
月
）と
さ
れ
て
い
ま

12す
。

確定期と確定闘争

※１ 国公行（一）初任給時給換算
 月額154,600円（１級５号）÷162.75時間（７時間45分×21日）＝950円

※２ ８号上位４号上位国公行（一）初任給

１級13号１級９号１級５号高卒

１級33号１級29号１級25号大卒

確定期の要求内容を議論した賃金確定討論集会
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職
場
の
自
治
研
活
動
再
生

住
民
協
働
で
サ
ー
ビ
ス
向
上

と
な
り
町
が
活
性
化
さ
れ
た

事
例
を
大
洗
町
職
か
ら
報
告

し
ま
し
た
。

　
ア
ニ
メ
の「
聖
地
巡
礼
」は
、

フ
ァ
ン
が「
聖
地
」の
フ
ァ
ン
に

な
り
関
係
人
口
の
創
出
に
つ

な
が
っ
て
い
る
、
ま
た
、
そ

の
よ
う
な
好
事
例
は
地
域
資

源
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
で
訪

れ
た
人
が
地
域
を
好
き
に
な

る
効
果
が
現
れ
る
。
地
域
資

源
を
掘
り
起
こ
す
た
め
に
、

地
域
の
住
民
と
協
働
で
考
え

取
り
組
む
こ
と
も
重
要
と
の

意
見
も
あ
り
、
こ
れ
は
ま
さ

に
自
治
研
活
動
そ
の
も
の
で

も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
県
本
部
で
も

「
自
治
研
」に
つ
い
て
の
学
習

を
深
め
、
県
自
治
研
集
会
の

再
開
に
む
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
か
ら
　
年
23

　
原
水
爆
禁
止
日
本
国
民
会

議
な
ど
６
団
体
が
主
催
す
る

「
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
　
年
集

23

会
」
が
　
月
１
日
、
み
と
文

10

化
交
流
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
１

４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
　
年
前
に
東
海
村
の
核
燃

23
料
加
工
会
社
Ｊ
Ｃ
Ｏ
で
起

こ
っ
た
事
故
は
、
核
分
裂
が

継
続
す
る
臨
界
が
約
　
時
間

20

続
き
、
３
人
の
社
員
が
大
量

の
放
射
線
を
浴
び
、
そ
の
う

な
っ
た
こ
と
で
、「
自
治
研

活
動
の
再
生（
ル
ネ
サ
ン

ス
）」を
テ
ー
マ
に
設
定
し
、

１
日
目
に
は
東
京
大
学
大
学

院
の
斎
藤
幸
平
准
教
授
に
よ

る
「
脱
成
長
で
め
ざ
す
、
持

続
可
能
な
社
会
」
と
題
し
た

講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
　
の
分
散
会
が

10

行
わ
れ
、
茨
城
県
本
部
は

「
コ
ン
テ
ン
ツ（
ア
ニ
メ
）を

活
用
し
た
地
域
活
性
化
」を

テ
ー
マ
と
す
る
分
科
会
運
営

に
携
わ
り
、
ア
ニ
メ
の
舞
台

　
静
岡
県
静
岡
市
で
第
　
回
39

地
方
自
治
研
究
全
国
集
会

（
静
岡
自
治
研
）
が
　
月
７

10

日
か
ら
８
日
に
か
け
て
開
か

れ
ま
し
た
。

　
今
や
全
国
の
ど
こ
の
自
治

体
で
も
実
施
さ
れ
て
い
る
ご

み
の
分
別
収
集
は
、
１
９
７

６
年
の
静
岡
県
沼
津
市
の
清

掃
職
場
の
自
治
研
活
動
か
ら

始
ま
り
、
住
民
と
の
協
働
に

よ
り
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
画
期
的
な
自
治
研
活

動
発
祥
の
地
、
静
岡
県
で
自

治
研
全
国
集
会
が
開
催
と

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
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詠
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詠
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詠
詠
詠
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詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

教
訓
生
か
し
再
稼
働
反
対

静岡自治研

高齢化、ＬＧＢＴＱ＋、ＳＤＧｓ、ヤングケアラー問題な
ど社会情勢が目まぐるしく環境が変化する中でも、自治
体職員は安心・安全な公共サービスを提供し続けなければ
なりません。「自治研」とは、地域に寄り添い住民と協働
し、より良いサービスを考えていくこと。今こそ自治研
活動の再生が求められています。

ち
２
人
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
事
故
に
よ
り
　
キ
ロ
圏

10

内
の
住
民
約
　
万
人
は
屋
内

31

退
避
を
強
い
ら
れ
結
果
的
に

６
６
７
人
を
超
す
人
々
が
被

ば
く
す
る
と
い
う
、
当
時
、

国
内
最
大
の
原
子
力
事
故
と

な
り
ま
し
た
。

　
集
会
で
は
、
臨
界
事
故
を

語
り
継
ぐ
会
の
大
泉
実
成
さ

ん
が
、
被
爆
し
た
両
親
へ
の

身
体
的
影
響
は
も
ち
ろ
ん
精

神
的
影
響
に
よ
る
も
の
も
大

き
く
深
刻
な
被
害
実
態
を
訴

え
ま
し
た
。
ま
た
、
医
学
博

士
の
崎
山
比
早
子
さ
ん
か
ら

「
福
島
原
発
事
故
と
小
児
甲

状
腺
が
ん
の
多
発
」
に
つ
い

て
講
演
を
受
け
、
不
確
実
な

放
射
線
量
推
定
値
に
よ
り
甲

状
腺
発
症
が
否
定
さ
れ
て
い

る
事
実
が
あ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
の
教
訓

は
生
か
さ
れ
ず
、
２
０
１
１

年
３
月
に
は
福
島
原
発
事
故

が
引
き
起
こ
さ
れ
、
繰
り
返

し
事
故
が
起
こ
る
た
び
住
民

へ
の
健
康
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
も
岸
田

首
相
は
、
原
発
の
活
用
、
新

増
設
を
進
め
て
お
り
、
東
海

第
二
原
発
の
再
稼
働
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
原
子
力

災
害
に
お
け
る
実
効
性
あ
る

避
難
計
画
の
策
定
が
で
き
な

い
ま
ま
、
老
朽
化
し
て
い
る

東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
は

絶
対
許
し
て
は
な
ら
な
い
と

参
加
者
全
体
で
確
認
し
ま
し

た
。

県本部青年部・女性部が趣向を凝らし企画したレクリエーションで交流を深めた

新
入
組
合
員
労
働
学
校

　
　
月
９
日
、
県
本
部
青
年

10
部
・
女
性
部
は
「
新
入
組
合

員
労
働
学
校
」
を
開
き
、
自

治
労
に
結
集
す
る
県
内
各
単

組
か
ら
新
入
組
合
員
を
迎

え
、
普
段
の
職
場
を
越
え
た

学
習
と
交
流
を
行
い
ま
し

た
。
　
対
象
は
、
採
用
か
ら
お
お

む
ね
３
年
以
内
の
組
合
員
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
３
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
中
、
会
場

と
な
っ
た
ホ
テ
ル
テ
ラ
ス
ザ

ガ
ー
デ
ン
水
戸
に
は
県
内
　14

単
組
か
ら
　
人
が
集
い
ま
し

40

た
。
　
は
じ
め
に
、
県
本
部
の
千

歳
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
し
、

自
治
労
組
合
へ
の
加
入
を
歓

迎
し
ま
し
た
。
参
加
す
る
多

く
の
仲
間
と
の
交
流
を
深
め

る
と
と
も
に
、
労
働
組
合
と

は
、
労
働
組
合
の
活
動
と
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
を
知
る

契
機
と
し
て
ほ
し
い
と
訴
え

ま
し
た
。

“組合”を知ることから
　
自
治
労
共
済
県
支
部
の
矢

田
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、

「
知
っ
て
得
す
る
、
じ
ち
ろ

う
共
済
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
。
矢
田
さ
ん
は
、
組
合
員

し
か
加
入
で
き
な
い
「
じ
ち

ろ
う
共
済
」
は
、
全
国
の
組

合
員
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
、
若
年

層
に
お
す
す
め
の
医
療
保
障

な
ど
、
活
用
し
て
ほ
し
い
共

済
制
度
や
可
処
分
所
得
に
つ

い
て
紙
芝
居
を
用
い
て
分
か

り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

　
自
治
労
と
い
う
組
織
や
日

頃
の
活
動
に
つ
い
て
、
県
本

部
柳
生
書
記
次
長
が
解
説
。

小
松
青
年
部
長
は
、
青
年
部

活
動
の
必
要
性
や
こ
れ
ま
で

知る①

じ
ち
ろ
う
共
済

先
輩
た
ち
が
勝
ち
取
っ
た
権

利
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

小
松
部
長
は
、
活
動
の
中
で

の
交
流
か
ら
働
く
仲
間
が
増

え
る
、
課
題
に
対
し
て
は
あ

き
ら
め
ず
要
求
し
続
け
る
こ

と
が
重
要
だ
と
話
し
ま
し

た
。

　
鈴
木
女
性
部
長
は
、「
女

性
が
働
き
続
け
る
た
め
に
」

と
題
し
講
演
。
女
性
部
「
年

次
有
給
休
暇
・
生
理
休
暇
取

得
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果
か

ら
、
有
給
を
取
り
た
い
と
き

に
取
り
に
く
い
、
生
理
休
暇

取
得
を
上
司
に
言
い
に
く

い
、
職
場
の
理
解
が
得
ら
れ

な
い
な
ど
の
状
況
が
あ
る
こ

と
伝
え
ま
し
た
。

　
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
こ
と

な
く
誰
も
が
定
年
ま
で
健
康

で
安
心
し
て
働
き
続
け
る
た

め
の
職
場
環
境
を
、
仲
間
と

共
に
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
こ

う
と
し
ま
し
た
。

　
親
睦
を
深
め
る
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
ク
イ
ズ
に
楽
し
く

チ
ャ
レ
ン
ジ
。
交
流
を
さ
ら

に
深
め
た
あ
と
の
分
散
会
で

は
、
職
場
状
況
な
ど
活
発
に

情
報
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

市
町
村
ご
と
に
賃
金
や
休
暇

制
度
に
違
い
が
あ
る
と
知
っ

た
、
時
間
外
手
当
の
申
請
方

法
の
違
い
（
紙
ま
た
は
シ
ス

テ
ム
入
力
）
に
驚
い
た
、
自

分
の
働
き
方
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
な
ど
感
想
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い

る
働
き
方
が
、
実
は
当
た
り

前
で
は
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
交
流
す
る
中
か
ら
自
分

の
置
か
れ
て
い
る
環
境
、
実

態
に
つ
い
て
触
れ
る
と
と
も

に
、
疑
問
や
課
題
を
ほ
か
の

組
合
員
や
職
場
の
先
輩
と
話

す
機
会
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

知る②

自
治
労
、
青
年
部

知る③

女
性
部
活
動

知る④

は
た
ら
く
仲
間

自 治 研


